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　小児期の欠神てんかんは、小児欠神てんかんや若年欠神てんかんで観察されるように、年齢に
より異なる臨床像を示す。その特徴的な脳波は3 Hz棘徐波複合 (spike-and-wave complex, SWC)
であるが、SWCの徐波成分の形態は患者により異なる。申請者らは、SWCの波形と患児の年齢との
関連性を検証するために、九州大学病院小児科で、小児欠神てんかんまたは若年欠神てんかんと
診断された小児のうち、抗てんかん薬開始前のデジタル脳波を記録した25人を対象に解析を行っ
た。前頭正中領域におけるSWCの徐波の形態を定量的に解析し、年少者と年長者の間で比較した。
その結果、7歳未満 (2.9～6.5歳、n = 6) の患児脳波では、徐波成分の後期相にあたる下降傾斜
の陰性電位は患児の年齢と正の相関が見られた。一方、7歳以上 (7.1～12.9歳、n = 19) の患児
では、このような相関は見られなかった。Cluster-based permutation 検定の結果、7歳以上の患
児と比較して7歳未満の患児では、徐波全体 (0～285 msec) のうち下降傾斜相 (195～260 msec)
の電位が低かった(t値総和：46.57、p値：0.011) 。本研究により小児期の欠神てんかん患者の脳
波で、SWCの徐波成分の形態が年齢により異なることが明らかになった。この知見は、小児期の欠
神てんかんの年齢による臨床像の違いを理解する糸口になる可能性がある。

　以上の成績はこの方面の研究の発展に重要な知見を加えた意義あるものと考えられる。本論文
についての試験はまず論文の研究目的、方法、実験成績などについて説明を求め、各調査委員よ
り専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項について種々質問を行ったが適切な回答を
得た。
　よって調査委員合議の結果、試験は合格と決定し、博士（医学）の学位に値すると認める。
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